
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
栽培面積 : 0,33ヘクタール 
平均樹齢 : 45年 
年間平均生産量 : 1500本 
ブドウ品種 : ピノ・ノワール 
 
 

ブドウ畑の位置 
 
畑の区画は『ラ・プラティエール』というリューディ

にあり、ラヴォー渓谷の扇状地の下方に何千年もの時

間をかけて運ばれた泥土と沖積土が混ざりあった土壌

です。これはジュヴレ・シャンベルタンの村名アペラ

シオン全体に主に広がっている土壌で、ここから造ら

れるワインはボディがしなやかで奥深く、単なる村名

クラス以上の品質が整っています。 
 

醸造と熟成 
 
ブルゴーニュの伝統的な醸造を終えた後、25～30％の

新樽を含む樽に入れて18か月間熟成させます。 

熟成後はステンレスタンクにまとめ、8月の瓶詰めの

時期まで必要に応じて卵アスブミンで清澄します。 
 
 

2019年のヴィンテージについて  
 
冷涼な春に続き、暑く乾燥した夏が訪れた２０１９年の

収穫は、タイミング的には一般的な９月下旬の日程にと

どまり、ブドウの熟度と凝縮度においては特筆すべき水

準に達しています。 
 
２０１８年～２０１９年にかけての冬は類稀な穏やかな

気候で、凍結や霜は殆ど見られないほどでした。そのた

め３月末にはブドウの樹々は早くも息吹の気配を感じさ

せ始めました。強運なことに４月、５月はむしろフレッ

シュな気候たっだので、芽吹きのタイミングやその後の

成育速度は修正され、６月１５日頃に開花のピークを迎

え、９月２５日前後に収穫になるだろうと言われまし。 

 
 
 
 

 

 

 

開花のタイミングはまちまちで、雷雨の影響で花が落ち

てしまったり、所々結実に至らない果粒を含むミルラン

ダージュの房がつきました。しかし、開花期を過ぎると

好天に恵まれ、ブドウはぐんぐん育ち、葉や枝が茂って

いきました。 

 

７月、８月は暑くて乾燥していましたが、７月末の雷雨

が水不足のストレスからブドウを守ってくれたので、成

長障害を起こすようなこともありませんでした。 

８月末にブドウは熟し始め、その数週間先までの天候予

測を見たとき、当初９月２３日に予定していた収穫を、

ほぼ一週間早めることを決断しました。 

９月に入るととても暑くなり、ブドウの熟度は目に見え

て進んでいきました。 

 

収穫は９月１７日に開始し、２７日にオート・コートで

終了しました。 

２０１８年と同様に醸造所に運び込まれたブドウは非の

打ちどころなく健全で、選果はほとんど必要ありません

でした。残念だったのはコート・ド・ニュイでは、２０

１８年の収穫量に比べて約３分の１ほど減少してしまっ

たことです。これには微妙な開花期と夏の雨量の少なさ

が要因に挙げられます。 
 
賞賛に値すべき熟度、完璧なる健全さ。そのようなブドウ

から醸されたワインは、リッチであると同時にピュアでフ

レッシュさがあり、見事なバランスになっています。 
 
２０１９年を過去のヴィンテージと比較するなら、２０

１５年や２０１８年の太陽の年、完熟に達したブドウの

持つ光や輝きを感じさせるワイン、充実した酒質がしな

やかにタンニンを包み込み、味わいの凝縮が傑出してい

る年と言えるでしょう。 
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Moderate wood sets off equally ripe is not quite as fresh aromas 
of black currant, plum, raspberry and prominent earth. The 
succulent and nicely vibrant medium-bodied flavors are both 
seductive and suave, all wrapped in a saline-inflected finale that 
exhibits only a touch of rusticity. 


